
事業部　部長　國行　将敏
登録、牛群審査頭数ともに減少

今
後
の
行
事

日
本
ホ
ル
協

１
位
　「
ロ
メ
オ
　
ク
ラ
ラ
」

１
位
　「
ロ
メ
オ
　
ク
ラ
ラ
」

１
位
　「
ロ
メ
オ
　
ク
ラ
ラ
」

埼
玉
県
・
亀
田
康
好
さ
ん
生涯乳量都府県
令和年－月

１
位
　
亀
田
康
好
さ
ん

（
埼
玉
県
）

２
位
　
石
川
和
博
さ
ん

（
静
岡
県
）

３
位
　
菅
原
雅
継
さ
ん

（
岩
手
県
）

登
録
は
前
年
度
比

％
に

審
査
も
コ
ロ
ナ
影
響
続
く

無
角
の
情
報
提
供
開
始

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
見
や
す
く

今
こ
そ
自
動
登
録
に
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◇
令
和
４
年
度
社
員
会
議

　
＜
東
日
本
＞

　
令
和
５
年
２
月

日
（
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

　
＜
西
日
本
＞

　
２
月
３
日
（
福
岡
朝
日
ビ

ル
）

◇
令
和
４
年
度
冬
期
登
録
事

務
担
当
者
会
議

　
１
月

日（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

◇
第
３
１
７
回
理
事
会

　
３
月

日
（
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
）

　
令
和
４
年
９
月
か
ら

月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
左

表
に
は
生
涯
乳
量
６
万
㌔
以

上
を
示
し
た
。
今
回
は
７
頭

が
総
乳
量
（
Ｍ
）

万
㌔
を

突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
亀
田
康
好

さ
ん
（
埼
玉
県
）
の
「
シ
ン

ボ
ラ
イ
ズ
　
ロ
メ
オ
　
ク
ラ

ラ
」
の
検
定
回
数
９
回
で
検

定
日
数
４
２
４
４
日
、
Ｍ


万
３
３
９
８
㌔
、
総
乳
脂
量

（
Ｆ
）
５
０
７
５
㌔
、
平
均

乳
脂
率（
Ｆ
％
）３
・
８
％
、

総
乳
蛋
白
質
量
（
Ｐ
）
４
２

７
７
㌔
で
あ
っ
た
。
こ
の
成

績
は
乳
量
で
は
同
牧
場
所
有

の
「
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
　
レ
イ

ン
　
ビ
ユ
ー
テ
イ
　
ク
リ
ス

チ
ー
ナ
」
を
超
え
て
埼
玉
県

内
歴
代
１
位
、
乳
脂
量
で
は

県
内
歴
代
４
位
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
。
本
牛
は
北
海
道

河
東
郡
の
池
上
牧
場
か
ら
導

入
さ
れ
て
以
降
、
約
半
世
紀

に
渡
っ
て
脈
々
と
そ
の
血
統

を
受
け
継
い
で
き
た
牛
の
１

頭
で
あ
る
。
６
頭
の
娘
牛
と

２
頭
の
孫
牛
が
お
り
、
今
後

も
同
牧
場
を
支
え
て
い
く
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
２
位
は
石
川
和
博
さ
ん

（
静
岡
県
）
の
「
Ｙ
Ｋ
Ｔ
　

レ
ー
ガ
ン
　
ク
イ
ー
ン
」
の

検
定
回
数
８
回
で
検
定
日
数

３
２
７
７
日
、
Ｍ

万
７
２

９
４
㌔
、
Ｆ
４
５
４
７
㌔
、

Ｆ
％
３
・
６
％
、
Ｐ
３
７
７

８
㌔
。
こ
れ
は
県
内
で
乳
量

４
位
、
乳
脂
量
６
位
の
記
録

と
な
る
。
こ
の
牛
は
北
海
道

帯
広
市
の
杉
浦
牧
場
か
ら
導

入
さ
れ
て
お
り
、
決
定
得
点


ー
４
Ｅ
を
獲
得
し
た
、
体

型
面
で
も
非
常
に
優
れ
た
牛

で
あ
る
。

　
３
位
は
菅
原
雅
継
さ
ん

（
岩
手
県
）
の
「
ナ
カ
サ
ワ

ダ
　
ア
イ
ラ
　
ワ
カ
ナ
」
の

検
定
回
数
９
回
で
検
定
日
数

３
６
６
１
日
、
Ｍ

万
６
６

５
３
㌔
、
Ｆ
５
３
０
２
㌔
、

Ｆ
％
４
・
５
％
、
Ｐ
３
６
４

９
㌔
だ
っ
た
。
県
内
歴
代


位
、乳
脂
量
は
３
位
の
成
績
。

３
世
代
前
よ
り
決
定
得
点


点
以
上
を
獲
得
し
続
け
て
い

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
る
。
菅

原
牧
場
内
で
は
初
の

万
㌔

突
破
牛
と
な
っ
た
。

　
４
位
は
（
株
）
Ｇ
Ｒ
Ｆ
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ズ
（
岩
手
県
）

の
「
リ
バ
テ
イ
ー
フ
ア
ー
ム

　
ヒ
ン
ペ
ル
　
ク
リ
ス
タ
ル

　
ス
ー
パ
ー
」
の
検
定
回
数

９
回
で
検
定
日
数
２
６
４
３

日
、
Ｍ

万
３
９
４
８
㌔
、

Ｆ
４
１
２
７
㌔
、
Ｆ
％
３
・

６
％
、
Ｐ
３
６
５
４
㌔
と
、

乳
量
県
内
歴
代

位
。
同
県

の
中
六
角
牧
場
よ
り
導
入
さ

れ
、

歳
で
９
産
と
繁
殖
性

に
優
れ
た
牛
で
あ
る
。

　
５
位
は
鈴
木
篤
さ
ん
（
埼

玉
県
）
の
「
ス
チ
ユ
ア
ー
ト

　
ゼ
ニ
ス
　
フ
イ
ー
バ
ー
」

の
検
定
回
数
６
回
で
検
定
日

数
２
９
８
０
日
、
Ｍ

万
９

９
１
０
㌔
、Ｆ
４
３
６
８
㌔
、

Ｆ
％
４
・
０
％
、
Ｐ
３
６
３

７
㌔
。
こ
の
成
績
は
県
内
歴

代

位
、
乳
脂
量
は
歴
代


位
。
８
世
代
前
よ
り
同
牧
場

を
支
え
て
い
る
血
統
で
、
現

時
点
に
お
い
て
全
て
の
乳
期

で
乳
量
１
万
㌔
を
突
破
し
て

い
る
、
生
産
性
に
富
ん
だ
牛

と
な
っ
て
い
る
。

　
６
位
は
槇
芳
行
さ
ん
（
福

岡
県
）
の
「
マ
ツ
ヨ
　
ノ
マ

ド
　
Ｐ
モ
ー
テ
イ
　
ダ
ー
ハ

ム
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
３
１
０
３
日
、
Ｍ


万
５
０
６
８
㌔
、
Ｆ
３
５
８

３
㌔
、
Ｆ
％
３
・
４
％
、
Ｐ

３
４
３
１
㌔
で
、
こ
の
成
績

は
県
内
歴
代

位
、
乳
脂
量

は
歴
代
３
位
。
母
牛
の
代
に

同
県
の
鬼
木
牧
場
か
ら
導
入

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
記
録

は
、
８
産
目
ま
で
の
検
定
成

績
証
明
を
一
括
申
込
み
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
７
位
は
星
野
和
司
さ
ん

（
群
馬
県
）
の
「
キ
ヤ
プ
テ

ン
　
シ
ヤ
ウ
ト
　
チ
ホ
　
パ

ツ
ピ
ー
　
チ
エ
　
４
６
５
」

の
検
定
回
数
６
回
で
検
定
日

数
２
６
７
４
日
、
Ｍ

万
４

０
９
９
㌔
、Ｆ
３
９
４
４
㌔
、

Ｆ
％
３
・
８
％
、
Ｐ
３
３
０

５
㌔
と
な
り
、
こ
の
成
績
は

県
内
歴
代

位
、
乳
脂
量
は

歴
代

位
。
４
世
代
前
に
同

県
の
伊
藤
芳
武
牧
場
か
ら
導

入
さ
れ
、
母
牛
も

万
㌔
を

突
破
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
位
石
川
和
博
さ

ん
を
は
じ
め
、
松
島
太
一
さ

ん
（
熊
本
県
）
、
（
株
）
荒

木
牧
場（
熊
本
県
）、（
有
）

グ
ツ
ド
リ
バ
ー
（
神
奈
川

県
）
、
槇
芳
行
さ
ん
（
福
岡

県
）
、
佐
藤
俊
さ
ん
（
宮
城

県
）
、
徳
川
恵
一
さ
ん
（
徳

島
県
）
、
伊
藤
博
さ
ん
（
千

葉
県
）
、
（
公
財
）
郡
山
市

観
光
交
流
振
興
公
社
（
福
島

県
）
、
千
葉
準
一
さ
ん
（
青

森
県
）
、
京
都
府
立
農
芸
高

等
学
校
（
京
都
府
）
、
新
海

益
二
郎
さ
ん
（
長
野
県
）
は


点
以
上
を
獲
得
し
て
お

り
、
体
型
に
お
い
て
も
優
れ

た
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　
日
頃
よ
り
、
日
本
ホ
ル
恊

の
登
録
事
業
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年

月
末

現
在
の
都
府
県
血
統
登
録
申

込
は
、
３
万
７
頭
で
前
年
同

期
比

・
３
％
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
個
別
登
録
に
つ

い
て
は
、
自
動
登
録
に
移
行

す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
一

方
、
離
農
等
に
よ
る
影
響
も

あ
り
前
年
同
期
比

・
３
％

と
大
幅
減
に
、
自
動
登
録
で

も
同

・
９
％
と
前
年
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
前
期
の
牛
群
審
査

・
体
型
調
査
は
、

都
府
県

で
８
６
３
８
頭
実
施
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
前
年

度
前
期
は

県
で
し
た
の

で
、
徐
々
に
審
査
を
再
開
す

る
県
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
牛
群
審
査
・
体
型
調
査

頭
数
は
、
受
検
頭
数
の
削
減

や
キ
ャ
ン
セ
ル
等
も
あ
り
、

前
年
度
同
期
比

・
０
％
と

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
な
お
ま
ん

延
す
る
中
で
、
牛
群
審
査
受

検
や
体
型
調
査
へ
の
ご
協
力

に
際
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
審
査
等
で
の
訪
問

で
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
を
と
り
な
が

ら
、
支
部
・
承
認
団
体
と
連

絡
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
８
月
か
ら
、
無
角
の

ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
情
報
を
、
牛

群
遺
伝
情
報
で
提
供
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
無
角
の
遺
伝
子
は
優
性
遺

伝
で
、
無
角
の
遺
伝
子
を
も

つ
種
雄
牛
を
交
配
す
る
と
、

母
牛
の
遺
伝
子
に
関
係
な

く
、
生
ま
れ
た
子
牛
は
無
角

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
酪
農

家
で
は
子
牛
の
時
期
に
除
角

作
業
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
除
角
時
に
与
え

る
ス
ト
レ
ス
や
費
用
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
観
点

か
ら
も
、
今
後
は
無
角
の
牛

の
需
要
が
増
え
て
く
る
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
、
「
自
動

登
録
同
時
Ｓ
Ｎ
Ｐ
還
元
情
報

Ｗ
ｅ
ｂ
」
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
家
畜
改
良
事
業
団

の
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産
振
興
事
業
で

開
発
し
た
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情

報
利
活
用
シ
ス
テ
ム
」
を
、

情
報
還
元
の
ツ
ー
ル
と
し
て

運
用
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
は
、
自
動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
実
施
農
家
を
対
象

に
、
個
体
毎
の
情
報
提
供
の

ほ
か
に
、
牛
群
全
体
の
状
況

を
グ
ラ
フ
化
し
て
見
や
す

く
、
活
用
し
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
個
体
情
報
で
は
、
交
配
し

て
生
ま
れ
る
雌
牛
の
Ｐ
Ａ

（
両
親
平
均
）
の
表
示
や
、

牛
群
分
布
図
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｐ

の
状
況
が
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
牛
群
の

遺
伝
的
レ
ベ
ル
や
近
交
情
報

等
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
細

か
な
情
報
を
提
供
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
牛
群
改
良
の
一
役
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
自
動
登
録
農

家
の
方
は
、
自
動
登
録
同
時

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
実
施
し
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
で
得
ら
れ
た

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
を
利
用

し
、
早
期
の
選
抜
や
淘
汰
の

判
断
や
、
効
率
的
な
後
継
牛

生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
を
得

る
た
め
に
は
、
血
統
登
録
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
日
本
ホ
ル
恊
が
推
進
し
て

い
る
自
動
登
録
は
、
個
別
申

込
み
よ
り
も
料
金
が
安
く
、

出
生
報
告
後
、
速
や
か
に
血

統
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
な

ど
様
々
な
情
報
を
利
活
用
し

て
、
牛
群
全
体
の
能
力
向
上

を
図
り
、
効
率
よ
い
酪
農
経

営
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
血
統
登
録
の
必
要

性
、
自
動
登
録
の
推
進
に
対

す
る
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。


